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周 5.A q/何 句5･B q/JC
ここでrBは､ある状態からもう一方の状態へのり移る遷移確率で､0.828×10~2,1.059×10~2,1.608×10-2
の値をとっている｡簡単な2億モデルより
7.=K9(q/K),9(C)=2√7才
が導かれるが､これとよくあう｡
結論
以上見てきたようにq次パワースペクトルは､時系列のいろいろな捉軌形億の特徴を抜き出している｡通常の
パワースペクトルはq=0のq次パワースペクトルである｡q=0でない時系列はq次パワー スペクトルによっ
て､初めてその相関がとらえられたのである｡これまで見落としてきた時系列の相関が如実にみれる｡ここで
注意しておきたいのは､その時系列に使う物理量である｡アトラクターののり移りの様子を見たければ､アト
ラクターの位置を物理丑とするのがよかろう｡実験データの解析に是非とも使いたいものである｡ミクロカノ
ニカル法ではqが0から離れた所のデータを得たいときには､多くのアンサンブルをとらなければ､その中に
得たいデータがないという状況が生じる｡その点カノニカル法では､すべてのデータからq次パワースペクト
ルが得られてより少ないデータで済む｡
バンドマージング直後のアトラクターの位置の時系列からは､図4､図5に見られるようなスケーリング
則が成立している｡図5での実線は2倍モデルから導出される時系列の､相関の減衰率･Y.のスケーリング関数
である｡e=(志)2,(克)2,(a)2いずれの場合も･y9のスケーリングが成立している｡Aでは20万個のサブ時系
列､Bでは2万個のサブ時系列を用いた｡
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